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　「企業の生み出す社会的リターンは長期的に経済的リターンにつながるのか？」という問いはESG投資におけ
る最大の懸案の一つである。本稿では、この問いを検証する試みとして、因果連関モデルを用いた将来シミュレ
ーションを行った。その結果、「温室効果ガス排出量の削減」や「管理職・女性比率の増加」などの単一の取り
組みだけでは、経済的リターンを減ずる場合がある。一方で、複数の取り組みにより経済的リターンが大きく向
上することが示された。さらに、将来の良好なパスを実現させるには、行政やステークホルダーの適時適切な施
策の実行が必要であることも示唆された。なお、本稿は、京都大学が実施した学内助成プログラム「2020年度
GAPファンド臨時プログラム」の支援により実施した「ポストコロナ社会における『企業価値』の探索」の成果
の一部を取りまとめたものである。

社会的リターンは経済的リターンにつながるか？
―因果連関モデルによるESG投資の未来シミュレーション分析―
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